
研修を実施しました。
令和６年６月の法改定にて「高齢者虐待防止法」が義務化されました。
委員会の開催、担当者の設置、指針の策定、研修の実施等ができていないと、報酬が減算になります。
それに伴い研修を企画しました。
≪高齢者虐待防止研修会～みんなの笑顔のために～」
講師：彦根市立病院 老人看護専門看護師 認知症看護認定看護師 藤井裕子氏
参加者：48名（訪問看護23名 ディサービス7名 施設15名 診療所1名 小多機1名他）
参加者の声：「虐待の基本が知れたので良かった」「義務化され他のスタッフに伝達できる」

「事例を用いた説明がありわかりやすかった」
「具体的なチェックシート（虐待の芽チェックリスト）

を教えてもらい職場で活用できる」
などの感想がありました。

滋賀県看護協会
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看護師職能委員会Ⅱを紹介します
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《BCP～実践編～》
介護老人保健施設 スキナヴィラ水口にて１０月20日（日）９時3.0分～１６時
全停電にしBCPの８つの項目に沿って実施

１、施設の物理的な安全対策 2、非常時のコミュニケーション体制 3、必要物資の確保 4、人員配置
5、避難計画 6、BCP発動基準 7、対応体制 8，他施設や他地域、他機関との連携

・非常用電源設備があり、最低限の必要箇所のみ使用した。必要のないところは電源をすべ
て切った。（2つのEVのうち１つのみ稼働、各居室にも非常用コンセントが設置されてお
り、吸引やエアマット等の使用に支障はなし）
・地下の倉庫に、非常食・水を３日分備蓄しており、それを使用し昼食はカレーを提供した。
～実践を終えての感想～
スキナヴィラは水口病院と併設されており、非常電源設備が整っているため、通常業務と大
きく変わらずに対応ができた。今後完全停電としての実践実施、行政機関との連携方法の確
認が課題である。

※BCP作成後は、各施設で実践や研修を行い
継続できるように都度見直しをしていきましょう！

看護師職能Ⅱ委員会は、介護福祉施設・在宅・訪問看護・診療所など病院以外のさまざま
な領域で働く看護師で構成されています。
活動内容としては、前記のあらゆる場での情報収集と課題発見を行ない、看護の質や看
護実践力向上に向けた研修企画・共有する場としての交流集会を行なっています。
高齢・多死社会を迎え、誰もが住み慣れた地域で最後まで暮らし続けるためには、地域住
民が役割をもち、世代や分野をこえて支え合いながら生活していける地域づくり（地域共
生社会）が求められています。療養の場が医療機関から自宅・グループホーム・介護施設
など暮らしの場に移っても、利用者と家族が安心して暮らせるように、医療・介護・福祉が
シームレスな連携を図り、在宅復帰に向けての支援強化のため、訪問看護師、施設看護師、
診療所看護師の研修会・交流会を開催し、それぞれの役割を理解・共有する形での活動を
行っています。

看護師職能Ⅱ通信

BCPの施設内研修、実践を行いました！

公益社団法人滋賀県看護協会 TEL:077-564-6468 FAX：077-562-8998

研修会を実施しました！

ご存じですか？！
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